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（平成２３年）

　三郷小学校で７月１８日、「B&Gチャレンジレスキュー 2011」が開催されました。これは、プールや

川で仲間が溺れたときの救助の方法を、競い合いながら楽しく学ぶものです。参加した児童３６人は、

溺れている人に救助具を投げたり、ライフジャケットを着て泳いだりする体験をしました。
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原
、
上
矢
作
町
を
中
心
に
、
最
大
震
度
が

６
弱
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
震
の
市
内
の
被
害
状
況
は
、
左
上

の
表
の
よ
う
に
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
活
断
層
は
、
右
上
の
図
の
よ
う

に
、
市
内
に
赤あ

河こ
う

断
層
や
屏

び
ょ
う

風ぶ

山や

ま

断
層
、

恵
那
山
断
層
の
３
つ
が
走
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
過
去
に
動
い
た
形
跡
が
認
め

ら
れ
る
活
断
層
で
す
。
こ
の
う
ち
の
ど

れ
か
が
動
け
ば
、
市
内
は
直
下
型
で
最
大

震
度
７
の
地
震
が
発
生
す
る
恐
れ
が
十
分

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
被
害
は
、
複
合
型

東
海
地
震
の
想
定
を
大
き
く
上
回
る
こ
と

も
想
像
で
き
ま
す
。

地
震
に
向
け
減
災
の
準
備
を

　

防
災
の
基
本
は
、
最
悪
の
事
態
を
考
え

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
突
然
襲
い
か

か
る
「
震
災
」。
日
ご
ろ
か
ら
、
地
震
が

発
生
し
て
か
ら
の
状
態
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

お
く
こ
と
は
、
地
震
対
策
を
行
う
上
で
と

て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

地
震
は
、
自
然
現
象
な
の
で
止
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
た
ち
は
、

「
減
災
」
に
向
け
準
備
を
進
め
る
こ
と
は

で
き
ま
す
。「
起
き
た
と
き
の
た
め
に
ど

う
す
べ
き
か
」
ま
た
「
起
き
て
し
ま
っ
た

ら
ど
う
対
応
す
べ
き
か
」
を
考
え
、
被
害

を
少
し
で
も
少
な
く
す
る
た
め
に
、
個
人

や
地
域
、
自
治
体
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た

準
備
に
は
何
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
次
ペ
ー
ジ
か
ら

詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

　
そ
の
時
の
た
め
に

　
　

何
が
で
き
ま
す
か

地域と家族、市の地震対策

市
内
に
３
つ
の
断
層
が
走
る

　

上
の
写
真
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
地
震

は
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
阪
神

淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
、

本
市
で
も
、
い
つ
想
定
外
と
も
言
え
る
巨

大
地
震
に
襲
わ
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

本
市
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
地
震
は
、

海
溝
型
の
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
と
断

層
型
直
下
地
震
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
は
、
静
岡

県
か
ら
西
日
本
に
か
け
て
の
太
平
洋
沖
の

プ
レ
ー
ト
で
発
生
す
る
地
震
で
す
。
こ
の

３
つ
の
地
震
が
連
動
し
て
起
き
た
と
き

に
、
本
市
の
想
定
震
度
は
、
明
智
町
や
串

人　的　被　害 避難者数

死者 重傷者 軽症者 要救助者 建物被害

６人 ２２人 ４５５人 １５人 ６４４人

滞留旅客 帰宅困難者
建物被害

全壊 半壊

６０５人 ６,８９９人 １９８棟 ４９４棟

複合型東海地震で想定される市の主な被害状況

【想定の時間は午後６時】

（県が行った被害想定調査による）

▲城ヶ丘保育園で行われている避難訓練。地震を想定した訓練を全園児対象に行う。

▲地震によって倒壊した家屋。写真は平成７年に発生した阪神淡路大震災のもの

特集

▲市内を走るとされ
る比較的大きな３つの
活断層をイメージした図

（市自主防災隊・運営ガイド参考）

屏風
山断

層

恵那
山断

層

　　

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
悲
惨
な
災
害
「
震
災
」。

今
こ
そ
私
た
ち
は
、
震
災
で
起
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
と
ら
え
、
真
剣
に
考
え
、
行

動
す
る
時
で
す
。
あ
な
た
の
家
族
や
地
域
で
は
、
地
震
へ

の
備
え
が
で
き
て
い
ま
す
か
。

　

こ
こ
で
は
、
私
た
ち
が
地
震
対
策
と
し
て
、
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
や
す
べ
き
こ
と
を
再
度
、
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

防
災
情
報
課
（
内
線
３
１
６
）
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防災訓練は
９月４日掌
午前8時から

避
難
所
選
定
に
D
Ｉ
Ｇ
訓
練

　

７
月
１０
日
に
ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那
で
、

長
島
町
永
田
地
区
の
自
治
会
関
係
者
に
よ

る
、
Ｄ※

２

Ｉ
Ｇ
（
災
害
図
上
）
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

「
災
害
が
起
き
た
と
き
に
は
、
橋
を
渡

る
の
は
危
険
だ
。
で
き
る
限
り
橋
を
渡
ら

ず
に
避
難
で
き
る
場
所
を
探
そ
う
」「
ア

グ
リ
パ
ー
ク
恵
那
の
向
か
い
の
山
は
、
急

傾
斜
だ
。
災
害
時
に
は
、
近
づ
か
な
い
こ

と
が
大
切
だ
」
な
ど
と
真
剣
な
面
持
ち
で

地
図
上
に
危
険
箇
所
を
次
々
チ
ェ
ッ
ク
。

そ
の
後
、
自
治
会
長
は
、
１
次
避
難
場
所

と
な
る
安
全
な
避
難
場
所
を
選
定
し
ま

す
。
そ
の
過
程
で
も
「
空
き
地
は
、
宅
地

で
も
よ
い
の
か
」「
た
し
か
こ
こ
に
、
家

が
建
っ
て
い
な
い
空
き
地
が
あ
る
は
ず

だ
」
な
ど
と
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
議

論
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
と
し
は
、
市
内
１３
地
域
で
Ｄ
Ｉ
Ｇ
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
は
、
Ｄ
Ｉ

Ｇ
訓
練
を
利
用
し
て
避
難
所
の
選
定
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
、
自
分
の
地
域
の
地
図
を

使
い
、
地
図
上
に
川
や
道
路
、
過
去
に
災

害
が
起
き
た
箇
所
、
現
在
危
険
な
箇
所
な

ど
を
ペ
ン
で
塗
り
つ
ぶ
し
な
が
ら
グ
ル
ー

プ
内
で
議
論
す
る
も
の
。
地
震
発
生
後
を

想
定
し
て
地
域
の
防
災
力
や
災
害
へ
の
強

さ
、
弱
さ
を
認
識
し
ま
す
。

　

今
、
地
域
で
、
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
１
人
で
も
多
く
の
市
民
が
自
分
の
地

市
民
の
取
り
組
み

自
分
で
で
き
る
地
震
対
策

　

不
測
の
事
態
の
震
災
。
地
震
は
、
起
き

た
と
た
ん
、
死
亡
や
け
が
に
結
び
つ
い
て

し
ま
い
ま
す
。
命
が
無
け
れ
ば
、
大
切
な

家
族
や
友
人
、
知
人
を
助
け
る
こ
と
も
守

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
災
害
時
は
家
族

全
員
が
一
緒
だ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
、
自
分
自
身
の
命
を
守
る
こ
と
が
第
一

な
の
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
「
正
し
い
知
識
と
備
え
」

は
、
身
を
守
る
一
助
に
な
り
ま
す
。

・
住
宅
耐
震
診
断
を
受
け
、
耐
震
補
強
工

事
を
行
う
。（
市
に
は
無※

１

料
耐
震
診
断
や
約

８０
万
円
ま
で
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
）

・
家
具
の
転
倒
防
止
を
行
い
部
屋
の
出
入

口
に
物
を
置
か
な
い
こ
と
、
風
呂
水
を
た

め
て
お
く
こ
と
な
ど
に
気
を
配
る
。

・
家
の
危
険
箇
所
の
チ
ェ
ッ
ク
や
ガ
ラ
ス

に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
張
っ
た
り
、
ガ

ス
ボ
ン
ベ
を
固
定
し
た
り
す
る
。

・
持
ち
出
し
品
と
置
き
場
所
を
決
め
る
。

・
飲
食
料
は
、
最
低
３
日
分
を
準
備
す
る
。

・
家
族
で
、
連
絡
方
法
や
避
難
場
所
を
決

め
て
お
く
。

　

今
日
か
ら
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

「
自
助
」
を
家
族
で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

自
主
防
災
隊
で
立
ち
向
か
う

　

人
の
命
に
関
わ
る
救
助
活
動
な
ど
は
、

災
害
発
生
時
か
ら
７２
時
間
以
内
が
勝
負
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震

災
で
救
助
さ
れ
た
人
の
約
９８
㌫
は
、
家
族

や
近
所
の
人
の
手
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　

地
域
が
協
力
し
て
互
い
に
助
け
合
う

「
共
助
」。
そ
れ
を
形
に
し
た
の
が
自
主
防

災
隊
で
す
。
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
た
め
自
主
防
災
隊
は
、
平
時
に
訓
練
を

行
い
、
災
害
時
に
は
公
的
機
関
の
到
着
を

待
つ
の
で
は
な
く
、
地
域
み
ん
な
で
災
害

に
立
ち
向
か
う
組
織
で
す
。

市
内
の
自
治
会
単
位
の
自
主
防
災
組

織
率
は
、
約
７７
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

意
識

域
の
状
況
や
危
険
な
箇
所
を
知
る
こ
と
に

よ
り
、
避
難
場
所
や
安
全
な
避
難
ル
ー
ト

が
理
解
で
き
ま
す
。

ま
ち
の
安
全
を
守
る
消
防
団

　

現
在
、
市
内
に
は
１３
分
団
か
ら
な
る

市
消
防
団
が
あ
り
ま
す
。
団
員
総
数
は

１
２
１
０
人
。
消
防
団
は
、
専
門
職
で
は

な
く
、
地
域
住
民
で
構
成
さ
れ
て
い
る

消
防
機
関
。
普
段
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
が

あ
る
一
市
民
で
す
。

　

し
か
し
災
害
時
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
救

助
活
動
や
警
戒
巡
視
を
行
い
生
命
や
身

体
、
財
産
を
守
り
ま
す
。
ま
た
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
た
め
、
防
災
訓
練
な
ど
地
域

と
連
携
し
た
現
場
活
動
訓
練
や
救
命
講
習

の
受
講
な
ど
応
急
処
置
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

普
段
は
や
さ
し
い
お
父
さ
ん
や
お
兄
さ

ん
が
、
災
害
時
に
は
頼
れ
る
「
ま
ち
の
守

り
人
」
に
な
り
ま
す
。

防
災
訓
練
へ
参
加
を　

　

地
域
で
行
う
防
災
活
動
で
、
中
心
的
な

も
の
に
市
の
防
災
訓
練
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
で
は
、
地
域
が
中
心
と
な
っ

て
１
次
避
難
所
に
集
合
し
た
人
の
リ
ス
ト

を
作
成
し
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
こ
の
リ

ス
ト
を
基
に
、
自
主
防
災
隊
や
消
防
団
な

ど
が
不
明
者
の
捜
索
や
救
助
を
行
い
ま

す
。
こ
の
避
難
者
の
情
報
が
、
災
害
時
に

は
大
変
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

年
に
１
度
の
防
災
訓
練
に
、
皆
さ
ん
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

身近な災害予防

・食料（かんパン、飲料水、缶切り、紙皿など）
・携帯ラジオ、懐中電灯、予備の電池
・医薬品（ばんそうこう、傷薬、包帯、胃腸薬、鎮
痛剤など）
・免許証、健康保険証、各種権利証書など
・現金（10円硬貨）、預金通帳
・衣類、生活日用品
（衣服、タオル、洗
面用具、下着）
・雨具、軍手、ヘル
メット、防災ずき
ん、マッチなど

▲

長
島
町
永
田
地
区
で
行
わ
れ
た
Ｄ
Ｉ
Ｇ
訓
練

※２ ＤＩＧ訓練＝ Disaster Imagination Game の略。誰もが参加できる簡易な災害図上訓練 ※１ 問い合わせ＝都市整備課（内線２４１）

共助

自助

宮城県への災害救援ボ
ランティアに２度参加。

棚橋俊季さん（長島町）

インタビュー

　

多くの人が支援を行って
いる中で、私も、何かした
いと思い参加しました。
　私たちの作業は、主に泥
とがれきの撤去。知らない
人 た ち と 一 つ の 目 的 に 向
かっての作業です。私自身、
充実感もあり、刺激も受け
ました。被災地の方の「あ
りがとう」の言葉も励みに
なりました。
　いざというときには、互
いに支え合う関係が大切と
感じました。

互いに支え合う関係が大切

【主な持ち出し品一覧】
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　市では、市内１５カ所に保管してある
防災備品を、緊急時に皆さんが取り出
して使用できるよう順次、鍵を自治会
長などに預けていきます。
　　　　　《主な防災備品》
・簡易トイレ１７５基、毛布５,２８９枚
・油圧ジャッキ４６個、鉄線切４３本、
バール１８２本、スコップ１８４本、
土のう袋１５,５５０枚 
・ミネラルウオーター４９２本、
アルファ米９,２００食
・投光器４０台、非常用ろうそく
８００本
・防じんマス
ク３００個、
三角巾２４０
枚など

通
じ
て
受
け
付
け
て
お
り
、
無
料
で
利
用

で
き
ま
す
。
主
に
、
災
害
の
事
前
準
備
に

よ
る
減
災
対
策
方
法
や
防
災
に
関
す
る
各

種
講
演
会
の
開
催
な
ど
、
防
災
の
教
育
や

情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
習
設
備
を
核
に
、
日
ご
ろ
か
ら
市
民

へ
防
災
意
識
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

小
学
校
な
ど
耐
震
化
が
完
了

　

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
災
害
か
ら
守

る
た
め
に
、
学
校
な
ど
で
は
、
地
震
に
向

け
た
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
幼
・
保
育
園
で
は
、
地
震
な
ど

を
想
定
し
て
、
毎
月
、
避
難
訓
練
を
実
施
。

地
震
発
生
時
に
、
子
ど
も
た
ち
が
パ
ニ
ッ

ク
に
な
ら
な
い
よ
う
に
避
難
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
本
年
度
末
に
は
、
市

内
の
幼
・
保
育
園
と
小
中
学
校
４０
校
全
て

の
校
舎
で
耐
震
化
工
事
が
完
了
し
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
、
地
震

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
準
備
を
整
え
て

い
ま
す
。

協
働
で
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成

　

地
域
で
行
う
防
災
活
動
を
効
果
的
に
行

う
た
め
に
、
市
防
災
研
究
会
と
協
働
で
「
市

防
災
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
開
催
し
て
、
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
平
時
に
は
地
域

の
防
災
訓
練
や
研
修
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、災
害
時
に
は
、救
援
救
護
活
動
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
地
域
の
防
災
活
動
の
中
心
と

な
る
方
で
す
。

　

内
容
は
、
市
で
起
こ
り
う
る
災
害
や
、

災
害
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
立
ち
向
か
う
力
を

身
に
付
け
る
な
ど
、
防
災
全
般
を
講
義
や

実
技
を
交
え
て
学
び
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
に
は
３６
人
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

防
災
意
識
の
普
及
と
備
蓄
品

　

普
段
か
ら
地
震
に
備
え
、
市
民
へ
の
防

災
意
識
の
普
及
と
非
常
時
を
想
定
し
て
備

蓄
品
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
、

市
内
の
各
地
域
に
、
右
の
と
お
り
食
料

や
毛
布
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。食
料
は
、

９
２
０
０
食
を
用
意
し
、簡
易
ト
イ
レ
は
、

１
７
５
基
。
毛
布
は
、
約
５
３
０
０
枚
を

備
え
て
い
ま
す
。
先
の
震
災
で
は
、
こ
の

備
蓄
品
か
ら
、
ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
を
東
北

の
相
馬
市
な
ど
へ
送
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
市
民
が
防
災
を
学
べ
る
「
学
習

施
設
」
を
、
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
に
整

備
し
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
は
、
年
間
を

地
震
に
備
え
る

準
備

災
害
時
は
対
策
本
部
を
設
置

　

市
で
は
、
震
災
に
備
え
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

中
で
も
災
害
対
策
本
部
は
、
市
の
災
害

対
策
の
中
心
的
な
組
織
と
な
り
ま
す
。
市

内
で
震
度
５
強
の
地
震
が
起
こ
る
と
市
役

所
会
議
棟
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。

市
長
が
災
害
対
策
本
部
長
と
な
っ
て
、
市

の
職
員
全
て
を
招
集
し
て
、
災
害
の
対
応

に
当
た
り
ま
す
。
被
災
し
た
地
域
の
振
興

事
務
所
に
は
、
現
地
災
害
対
策
本
部
を
設

置
す
る
な
ど
、
全
庁
的
に
対
応
す
る
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
震
度
４
以
上
を

観
測
し
た
と
き
は
、
警
戒
本
部
を
設
置
し

て
、
関
係
各
課
の
職
員
が
情
報
の
収
集
や

災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
箇
所
の
警

戒
な
ど
に
努
め
ま
す
。

　

そ
の
他
市
で
は
、
毎
年
、
関
係
各
課
に

よ
る
実
動
的
な
訓
練
を
防
災
訓
練
で
行
っ

た
り
、
職
員
を
緊
急
に
招
集
す
る
非
常
参

集
訓
練
を
行
っ
た
り
し
て
、
職
員
の
災
害

へ
の
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

広
域
連
携
の
体
制
を
準
備

　

市
で
は
、
先
の
災
害
の
よ
う
に
市
の
み

で
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
近
隣
自
治
体

や
県
、
国
と
協
力
し
て
対
応
す
る
体
制
を

整
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
特
に
重

要
な
の
は
、
人
命
に
関
わ
る
も
の
で
す
。

　

市
消
防
本
部
で
は
、
県
や
岐
阜
大
学
と

連
携
し
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
い
救
急
患

者
の
搬
送
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
災
害
を
想
定
し
て
、
緊
急
へ
リ

ポ
ー
ト
と
し
て
市
内
１９
カ
所
を
指
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、
草
刈
り

な
ど
の
日
常
の
管
理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
非
常
時
に
は
、
車
を
乗
り
入
れ
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。

市が行う予防策

486

359

N

408

408

411

410

407

394

413

407

406

412

68

72

70

72

68

33

33

11

20

20

101

403

109

405

68

66

6

3

7

7

いい
ばま

ごく
らく

公助

施設名 地域

１ 飯地小学校 飯地

２ グリーンピア恵那跡地 中野方

３ 恵那北中学校 笠置

４ 中部大学研修センター 武並

５ 恵那総合庁舎 長島

６ 阿木川公園広場 長島

７ 恵那病院へリポート 大井

８ 阿木川ダム土捨て場 岩村

９ 岩村緊急離着陸場 岩村

１０ 飯高観音 1（グラウンド） 山岡

１１ 飯高観音２（駐車場） 山岡

１２
田代（田代コミュニティ
消防センター）

山岡

１３
AF 場外離着陸場

（旧パラプレーン飛行場）
山岡

１４ 千畳敷グラウンド 明智

１５ 東方センター 明智

１６ 飯田洞（飯田洞ダム付近） 上矢作

１７ 上矢作山村広場駐車場 上矢作

１８
ささゆりの湯１

（ささゆりの湯第２駐車場）
串原

１９
ささゆりの湯２

（マレットゴルフ場横駐車場）
串原

▲武並小の耐震化工事が市内最終となる

▲

県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
市
立
恵
那
病
院
、
市
消
防
本
部
が
連
携
し
て
の
患
者
搬
送
訓
練

▲

包
食
袋
で
の
炊
き
出
し
訓
練

●防災ヘリ離着陸場の一覧●

市が管理する主な防災備品

東野

大井町

長島町

笠置町

中野方町

飯地町

武並町

三郷町

岩村町山岡町

明智町

串原

上矢作町

⑬

⑤

⑮

⑩

⑦

③

⑪

⑧

⑱

⑰

⑯
⑭

⑫

⑨

⑥
④

②

⑲

①
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避
難
は
冷
静
さ
が
大
切

　

し
っ
か
り
と
地
震
の
準
備
を
行
っ

て
も
突
然
襲
っ
て
く
る
地
震
に
は
、

誰
も
が
戸
惑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

地
震
が
起
き
た
と
き
に
大
切
な

こ
と
は
、
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
こ

と
で
す
。
ま
ず
は
自
分
の
命
を
守
る

た
め
に
安
全
な
場
所
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。

　

地
震
が
発
生
し
た
ら
、
自
分
の
身
を
守

り
、
そ
の
後
に
、
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
電

気
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
、
非
常
持
出
品

を
手
に
避
難
し
ま
す
。
ガ
ラ
ス
な
ど
が
、

飛
び
散
っ
て
い
る
の
で
、
靴
な
ど
で
足
を

守
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
正
確
な

情
報
を
得
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
が
学
校

な
ど
に
い
れ
ば
迎
え
に
行
き
、
家
を
空
け

る
場
合
は
、
行
き
先
を
書
い
て
、
目
立
つ

場
所
に
残
し
ま
す
。数
時
間
の
う
ち
に
は
、

自
主
防
災
隊
長
か
自
治
会
長
へ
安
否
と
被

害
の
状
況
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

避
難
場
所
は
、
地
域
で
定
め
た
１
次
避

難
場
所
で
す
。
家
に
住
め
な
け
れ
ば
、
市

指
定
の
２
次
避
難
場
所
に
移
動
し
ま
す
。

正
確
な
情
報
を
収
集
す
る

　

緊
急
地
震
速
報
は
、
最
大
震
度
が
５
弱

以
上
と
推
定
さ
れ
た
場
合
に
、
各
家
庭
の

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
サ
イ
レ
ン
音
が
流

れ
ま
す
。
こ
の
速
報
は
、
震
源
地
の
観
測

デ
ー
タ
を
解
析
し
て
、
各
地
の
揺
れ
の
到

着
時
間
や
震
度
を
推
定
し
て
、
可
能
な
限

る
と
い
う
も
の
。

　

本
年
度
の
防
災
訓
練
で
は
新
た
に
選
定

し
た
避
難
場
所
に
避
難
し
て
、「
本
当
に

こ
の
避
難
場
所
で
安
全
な
の
か
」
を
皆
さ

ん
に
検
証
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
検
証
の

結
果
は
、
地
域
防
災
計
画
な
ど
に
も
反
映

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
防
災
計
画
は
、「
行
動
に
移
せ
て

こ
そ
の
計
画
で
あ
る
」
と
の
考
え
か
ら
、

防
災
会
議
で
は
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

の
観
点
で
防
災
行
動
計
画
の
作
成
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

り
素
早
く
知
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ

の
速
報
を
聞
い
た
ら
、
直
ち
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。

災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
を
活
用

　

大
規
模
災
害
が
起
き
る
と
、
家
族
な
ど

の
安
否
確
認
で
電
話
が
つ
な
が
り
に
く

く
な
り
ま
す
。
災
害
時
の
安
否
確
認
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

「
１
７
１
」
や
各
携
帯
電
話
会
社
の
災
害
用

伝
言
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

「
１
７
１
」
は
、
毎
月
１
日
、
１５
日
が

体
験
日
。
使
い
方
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

①
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
、「
録
音
は
１
」、

「
再
生
は
２
」
を
選
ぶ
。

②
被
災
し
た
人
の
自
宅
の
電
話
番
号
を
市

外
局
番
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
録
音
し
た
り
聞
い
た
り
し
ま
す
。

地
震
が
起
き
た
ら

避
難

計
画
を
見
直
す

検
討

想
定
を
大
幅
に
変
更

　

市
で
は
、
現
在
、
医
師
会
や
市
自
治
連

合
会
、
恵
那
警
察
署
、
中
部
電
力
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
を
メ
ン
バ

ー
と
し
た
防
災
会
議
で
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
行
政
関
係
者
は

も
ち
ろ
ん
、
市
民
の
方
々
か
ら
も
「
想
定

外
を
盛
り
込
ん
だ
計
画
、
対
策
を
講
じ
る

べ
き
だ
」
と
の
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
本
年
度
、
最
大
震
度
７
が
市

内
全
域
を
襲
っ
た
場
合
の
被
害
を
想
定
し

て
、
県
の
防
災
計
画
な
ど
と
調
整
を
図
り

な
が
ら
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
見
直

す
主
な
項
目
は
、予
防
対
策
や
応
急
対
策
、

復
旧
対
策
で
す
。

　

予
防
対
策
の
中
に
は
、
避
難
場
所
の
見

直
し
や
変
更
な
ど
、
直
接
、
皆
さ
ん
に
影

響
が
あ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
自
治
会
で
決
め
て
い
る
１
次
避
難

場
所
、
市
の
指
定
避
難
場
所
で
あ
る
２
次

避
難
場
所
を
防
災
訓
練
ま
で
に
選
定
す

万全の準備体制
緊急の行動方法

防災情報課

門野幸次朗課長

インタビュー

　

東日本大震災を受け、
市の防災計画を一から見
直しています。想定外の
対応も考えていきます。
　東海地震や東南海地震
が発生する確率が高いこ
とから、地域の皆さんと
これからの対応をしっか
り考えていかなければな
りません。
　本市の安心、安全につ
ながるような計画にし、
災害に強いまちづくりを
進めていきます。

災害に強いまちづくりを

▲防災計画の重点項目「家具転倒防止」についての説明を受ける（明智町）

現実検証

▲防災会議では各分野の視点で防災を議論

▲

恵那北小学校で行われた防災訓練
で災害用伝言ダイヤルの使い方を学ぶ

●頭を何かで守る

●揺れたら動かない

●電気やガスを確認

●屋内でも靴を履く

●みんなで避難する

●原則、歩いて避難
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申問　：問い合わせ　　：申し込み

　

８
月
２２
日
㈪
に
、
市
こ
ど
も
発

達
セ
ン
タ
ー
に
じ
の
家
を
会
場

に
、２
つ
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

【
一
部
】

□
対
象　

通
所
児
の
保
護
者
や
子

育
て
中
の
保
護
者

□
時
間　

午
前
１０
時
―
正
午

□
内
容　

家
庭
で
の
養
育
の
困
難

さ
や
、
育
児
に
不
安
を
抱
え
る
保

護
者
を
対
象
に
、
子
育
て
の
方
法

な
ど
を
学
び
ま
す
。

【
二
部
】

□
対
象　

療
育
や
保
育
、
教
育
の

関
係
者

□
時
間　

午
後
１
時
半
―
４
時

□
内
容　

園
や
学
校
で
支
援
が
必

要
な
子
ど
も
た
ち
の
保
育
や
教
育

の
在
り
方
を
学
び
ま
す
。

【
共
通
】

□
講
師　

二
宮
信
一
氏
（
北
海
道

教
育
大
学
釧
路
校
准
教
授
）

□
料
金　

無
料

□
定
員　

各
１
０
０
人

□
締
め
切
り　

８
月
１２
日
㈮

□
申
し
込
み
方
法　

フ
ァ
ク
ス
か

電
話
で
申
し
込
む

　
　
　
　

市
こ
ど
も
発
達
セ
ン

タ
ー
に
じ
の
家
志
２
０
―
０
２
６

０
、
思
２
０
―
０
２
７
２
、
市
こ

ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
お
ひ
さ
ま
志

思
５
６
―
３
６
２
０

　

ワ
ク
チ
ン
不
足
の
た
め
延
期
さ

れ
て
い
た
、
子
宮
頸け

い

が
ん
の
予
防

接
種
は
、
接
種
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
予
防
接
種
実
施
機
関
な
ど

は
、
本
紙
７
月
１５
日
号
の
１０
㌻
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
対
象　

平
成
７
年
４
月
２
日
―

平
成
１１
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女

性問　

健
康
推
進
課（
内
線
２
２
３
）

　　

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
武
田
邦

彦
氏
が
講
演
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

９
月
６
日
㈫
午
後
６
時

半□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
講
師　

武
田
邦
彦
氏
（
中
部
大

学
教
授
）

□
テ
ー
マ　

「
原
発
・
環
境
・
リ
サ

イ
ク
ル
…
真
実
は
こ
う
だ
！！
」

□
料
金　

無
料
（
入
場
整
理
券
が

必
要
）

□
そ
の
他　

入
場
整
理
券
は
、
恵

那
商
工
会
議
所
で
配
布
し
ま
す
。

　
　
　
　

中
津
川
法
人
会
恵
那
ブ

ロ
ッ
ク
・
恵
那
商
工
会
議
所
（
太

田
・
西
尾
）
志
２
６
―
１
２
１
１

　

大
井
幼
稚
園
前
か
ら
大
井
宿
本

陣
前
で
行
っ
て
い
た
道
路
改
良
工

事
が
完
了
し
た
の
で
、
一
方
通
行

規
制
を
解
除
し
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問　

ま
ち
づ
く
り
事
業
課
（
内
線

２
１
７
）

　

８
月
２０
日
㈯
と
２１
日
㈰
に
、
県

東
濃
牧
場
（
長
島
町
）
で
予
定
し

て
い
た「
第
２１
回
県
畜
産
フ
ェ
ア
」

は
、
本
年
度
は
中
止
と
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
韓
国
で
口こ

う

蹄て
い

疫え
き

が
発
生

し
た
こ
と
を
受
け
、
そ
の
発
生
原

因
や
感
染
ル
ー
ト
が
不
明
な
た
め

で
す
。

問　

県
畜
産
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

志
０
５
８
―
２
７
３
―
１
１
１
１

　

１０
月
１４
日
㈮
か
ら
１６
日
㈰
に
開

催
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
展
す
る

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

□
対
象　

市
内
に
在
学
、
在
住
、

在
勤
の
方

□
作
品　

▽
木
工
作
品
部
門
（
小

学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
一
般

の
部
）
＝
一
辺
が
１
８
０
㌢
以
内

の
木
工
品　

▽
木
材
利
用
ア
イ
デ

ア
部
門
＝
木
材
の
新
た
な
利
用
方

法
を
、
８
０
０
字
程
度
の
文
章
や

最
大
Ａ
３
判
ま
で
の
絵
で
表
現

□
入
賞　

各
部
門
に
賞
を
用
意

□
締
め
切
り　

９
月
１６
日
㈮

□
応
募
方
法　

①
作
品
名
②
住
所

③
氏
名
④
年
齢
（
学
年
）
⑤
電
話

番
号
―
を
記
入
の
上
、
応
募
用
紙

か
電
子
メ
ー
ル
、
は
が
き
で
申
し

込
む
。

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
林
業
振
興
課
（
内

線
５
２
６
）、
糸rin

g
y
o
u
sh

in
k
o
u

@
city

.en
a.lg

.jp

　

９
月
１６
日
㈮
か
ら
１８
日
㈰
ま

で
、
バ
ロ
ー
恵
那
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
２
階
催
事
場
で
開
催
す

る
発
明
く
ふ
う
展
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。
普
段
の
生
活
の
中
で
思

い
付
い
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
「
工

夫
」
や
「
発
明
」
を
応
募
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

□
部
門　

①
一
般
の
部
②
児
童
・

生
徒
の
部
③
児
童
・
生
徒
の
絵
画

の
部
④
リ
サ
イ
ク
ル
の
部

□
申
し
込
み
方
法　

商
工
観
光
課

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
９
月
９
日
㈮
ま
で

に
申
し
込
む
。

　
　
　
　

商
工
観
光
課
（
内
線
５

２
３
）

案
内み

ん
な
の
掲
示
板

　

築
１
０
０
年
以
上
経
つ
古
民

家
で
男
女
が
集
い
、
楽
し
く
触

れ
合
う
「
縁え

ん

会か
い

」
の
２
回
目
を

開
催
し
ま
す
。
竹
を
使
っ
た
本

格
的
な
流
し
そ
う
め
ん
作
り
に

挑
戦
。
箸
や
器
も
手
作
り
し
ま

す
。
み
ん
な
で
恵
那
の
里
山
で

の
納
涼
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き　

８
月
２１
日
㈰
午
前
１０

時
―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

田
舎
暮
ら
し
体
験

館
「
結ゆ

い

の
炭す

み

家か

」（
串
原
）

□
内
容　

農
作
業
体
験
、
竹
で

流
し
そ
う
め
ん
作
り
、箸
、カ
ッ

プ
作
り

□
対
象　

独
身
の
男
女

□
定
員　

１０
人
程
度
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

□
料
金　

１
０
０
０
円

　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奥
矢
作

森
林
塾
（
奥
矢
作
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内
事
務
局
）

志
５
２
―
２
４
１
１

　

４
月
か
ら
市
内
各
地
で
上
映

し
た
「
ふ
る
さ
と
が
え
り
」
が
、

皆
さ
ん
の
要
望
で
、
夏
休
み
に

帰
っ
て
き
ま
す
。

　

今
回
の
上
映
で
は
、
お
持
ち

の
協
力
券
が
あ
る
方
は
、
そ
の

ま
ま
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

協
力
券
が
な
い
方
は
、
当
日
窓

口
に
て
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
に
家
族
そ
ろ
っ
て
、
ふ

る
さ
と
に
つ
い
て
考
え
、
恵
那

を
通
じ
て
心
の
つ
な
が
り
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

□
と
こ
ろ
・
と
き　

▽
恵
那
文

化
セ
ン
タ
ー
＝
８
月
７
日
㈰
、

２６
日
㈮　

▽
岩
村
コ
ミ
セ
ン
＝

８
月
２０
日
㈯　

▽
山
岡
コ
ミ
セ

ン
＝
８
月
２１
日
㈰　

▽
明
智
か

え
で
ホ
ー
ル
＝
８
月
６
日
㈯
、

１３
日
㈯
、
１４
日
㈰　

※
上
映
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

２
時
―
４
時
１５
分
、
午
後
７
時

―
９
時
１５
分
で
す

問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
え
な
こ
こ
志
２
２

―
９
２
１
１

　

恵
那
音
楽
劇
の
会
で
は
、
来

年
５
月
上
演
予
定
の
創
作
音
楽

劇
の
キ
ャ
ス
ト
と
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
。
経
験
の
有
無
は

問
い
ま
せ
ん
。
舞
台
を
つ
く
り

上
げ
る
喜
び
や
感
動
を
共
に
分

か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。

□
公
演
日　

平
成
２４
年
５
月
２７

日
㈰

□
演
目　

尾
な
し
龍
、
乳
母
が

ふ
と
こ
ろ

□
練
習
日　

毎
週
火
曜
日
の
午

後
７
時
―
９
時
、
土
曜
日
の
午

後
１
時
―
４
時

□
練
習
場
所　

中
コ
ミ
セ
ン
か

市
共
同
福
祉
会
館

□
練
習
開
始
日　

１０
月
１
日
㈯

□
参
加
費　

▽
大
人
＝
１
０
０

０
０
円　

▽
中
高
生
＝
５
０
０

０
円　

▽
小
学
生
＝
２
０
０
０

円

　
　
　
　

恵
那
音
楽
劇
の
会（
曽

我
）
志
０
９
０
―
１
７
２
８
―

２
７
３
１

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
】 

□
と
き　

９
月
１
日
㈭
、
１３
日

㈫
、
２３
日
㈮
、
２７
日
㈫
午
前
９

時
半
か
ら
１１
時
半

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

を
使
い
、文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
説
明

し
ま
す
。

□
料
金　

７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
１
０
５
０
円
）

※
テ
キ
ス
ト
は
、
バ
ー
ジ
ョ
ン

に
合
わ
せ
て
準
備
し
ま
す
の

で
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
分

か
ら
な
い
方
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

【
年
賀
状
講
座
】 

□
と
き　

９
月
１
日
、
８
日
、

２９
日
、
１０
月
６
日
、
１３
日
、
２０

日
、
２７
日
、
１１
月
１０
日
、
１７
日
、

１２
月
１
日
の
木
曜
日
。
午
後
１

時
か
ら
３
時
【
全
１０
回
】

□
内
容　

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状

を
作
成
。
画
像
（
イ
ラ
ス
ト
や

写
真
）
の
挿
入
や
名
簿
作
成
、

フ
ォ
ル
ダ
や
フ
ァ
イ
ル
の
整
理

方
法
を
学
び
な
が
ら
、
ワ
ー
ド

２
０
０
２
と
エ
ク
セ
ル
２
０
０

２
で
宛
名
面
（
表
面
）、
文
書

面
（
裏
面
）
を
作
成
し
ま
す
。

□
対
象　

ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル

を
使
用
し
た
こ
と
の
あ
る
方

（
共
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
２
０
０
２

の
方
を
優
先
し
ま
す
。
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
、 

他
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
も
対
応
し
ま
す
）

□
料
金　

３
５
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
・
資
料
代
含
む
。
Ｕ
Ｓ
Ｂ

フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
を
８
４
０

円
で
購
入
い
た
だ
く
か
、
持
参

し
て
く
だ
さ
い
）

【
共
通
】

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ

ー
視
聴
覚
室 

□
定
員　

各
１８
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

□
申
し
込
み
期
間　

８
月
１２
日

㈮
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。（
初
め
て
受
講
す
る
方

は
、
８
月
２５
日
㈭
ま
で
に
申
し

込
め
ば
優
先
さ
れ
ま
す
。
再
受

講
者
の
受
講
の
可
否
は
、
８
月

２６
日
㈮
以
降
に
連
絡
し
ま
す
。）

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

▲映画には多くの市民が出演

▲心に響く音楽劇を上演

▲昨年の作品展示

第
２１
回
県
畜
産
フ
ェ
ア
を

中
止

大
井
幼
稚
園
付
近
の
一
方

通
行
規
制
を
解
除

問 申
・
問

問

申
・
問

申
・
問

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
接
種

を
開
始

市
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

療
育
講
演
会

発
明
く
ふ
う
展
の
作
品

武
田
邦
彦
氏
の
講
演
会

え
な
の
木
、
も
り
の
木
、

き
に
な
る
木
コ
ン
テ
ス
ト

募
集

問

※コミセン＝コミュニティセンターの略

申
・
問

古
民
家
で
男
女
の
ふ
れ

あ
い
交
流
「
縁
会
」

映
画
「
ふ
る
さ
と
が
え

り
」
夏
休
み
特
別
上
映

創
作
音
楽
劇
の
上
演
メ

ン
バ
ー
を
募
集

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク

ラ
ブ
９
月
期
講
座

▲規制が解除になる区間

大井
小学校

城ヶ丘
保育園

大井
幼稚園

明知鉄道

規制解除区間

  

▲
北
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　７月１日、山岡保育園で「親子抹茶わんづくり」が行

われました。この日は、５歳児の園児２９人が「ひも作り」

という方法で抹茶の茶わんづくりに挑戦。親に手伝って

もらいながら、個性的な茶わんが出来上がりました。

　子どもかたりべウオーキングが７月３日、大井町の中

山道で行われました。かたりべは、中山道かたりべの会

の指導で勉強した３人の子どもたち。約３０人の参加者は、

子どもかたりべの案内で大井町の歴史を学びました。

　６月２７日、東野コミセンで市民三学講演会が開催さ

れました。東野の歴史を学んで地域を知ろうと、市民三

学東野委員会が主催。講師は市内の小板清治さん。参加

者約５０人は、地域の歴史を興味深く受講しました。

　環境月間でもある６月２９日に、恵那北中学校の１年

生３０人が、中野方川でアマゴの放流を行いました。生

徒たちは、約２０㌢のアマゴ１２００匹を放流。元気に泳

ぎ川の中に姿を消していくアマゴを見送りました。 

　

「
お
お
く
り
、
お
く
り
、
お
く
り
神
…
」
と
歌
い
な
が

ら
歩
く
、
市
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
送
り
神
」
が
、
７
月

３
日
、
大
井
町
御
所
の
前
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
地
元
の
小
学
生
や
中
学
生
な
ど
約
１５
人
が

行
列
に
参
加
。
全
身
に
墨
で
「
が
ん
ば
ろ
う
東
日
本
」「
無

病
息
災
」
な
ど
の
願
い
を
書
き
、
家
々
か
ら
塩
水
を
掛
け

ら
れ
厄
を
も
ら
い
な
が
ら
、
町
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
前
の
阿
木
川
で
厄
を

洗
い
流
し
て
、
体
を
清
め
ま
し
た
。

市民三学塾で東野の歴史を学ぶ

アマゴが泳ぐきれいな川へと願いを込めて

山岡の園児が茶わんづくりに挑戦

子どもかたりべが中山道を案内 送
り
神
で
各
家
の
厄
を
洗
い
流
す

長島町

岩山 友
ゆう

翔
と

くん

友
翔
１
歳
お
め
で
と
う
。

い
つ
も
か
わ
い
い
笑
顔
を

あ
り
が
と
う
。

一
樹
さ
ん
・
め
ぐ
み
さ
ん

　９月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します。
写真（なるべく１人で胸から上
で顔全体が写っているもの）の
裏に住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、電話番号、両親の
氏名、３０字以内のコメントを添
えて、８月１５日㈪までに申し込
みください。またケーブルテレ
ビ放映の可否についてもご記入
ください。申し込み多数の場合
は先着順により掲載します。

８月生まれのお誕生日

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

三郷町

中垣 葵
あおい

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
錘
い
つ

も
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね

昇
さ
ん
・
愛
さ
ん　
　

明智町

鈴木 蒼
そう

太
た

くん

１
歳
お
め
で
と
う
錘
パ
ク

パ
ク
食
べ
て
大
き
く
な
っ

て
ね
☆雅

之
さ
ん
・
真
弓
さ
ん

大井町

市川 千
ち

紘
ひろ

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
錘
元
気

い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
ね
。

成
長
が
楽
し
み
だ
よ
。

和
弘
さ
ん
・
さ
や
か
さ
ん

串原

三宅 柚
ゆず

希
き

くん

誕
生
日
お
め
で
と
う
！
お

兄
ち
ゃ
ん
に
負
け
ず
元
気

に
大
き
く
育
っ
て
ね
！

雄
大
さ
ん
・
早
苗
さ
ん

大井町

杉浦 遥
は る

斗
と

くん

い
つ
も
元
気
な
暴
れ
ん

坊
！
１
歳
お
め
で
と
う
♡

雅
哉
さ
ん
・
奈
緒
美
さ
ん

長島町

丸山 菜
な

琉
る

海
み

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
！
お
兄

ち
ゃ
ん
と
い
つ
ま
で
も
仲
良

く
笑
顔
で
い
て
ね
！

宜
征
さ
ん
・
里
美
さ
ん

長島町

野崎 陽
ひ

南
な

葵
き

ちゃん

誕
生
日
お
め
で
と
う
！
ひ

な
ち
ゃ
ん
元
気
に
す
く
す

く
育
っ
て
ね
！

秀
弥
さ
ん
・
由
芽
さ
ん

長島町

玉置 昊
あき

良
ら

くん

誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
こ

れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い

明
る
い
笑
顔
を
見
せ
て
ね

淳
さ
ん
・
美
樹
さ
ん　

長島町

良雪 美
み

結
ゆ

ちゃん

祝
１
歳
☆
こ
れ
か
ら
も
そ

の
笑
顔
で
み
ん
な
を
幸
せ

に
し
て
ね
！
大
好
き
☆

悟
さ
ん
・
美
奈
子
さ
ん

山岡町

小椋 あべるくん

１
歳
お
め
で
と
う
☆
あ
べ

る
と
一
緒
に
笑
顔
で
い
ら

れ
る
こ
と
が
幸
せ
だ
よ
。

英
二
朗
さ
ん
・
絵
美
さ
ん

東野

猪野 夢
ゆめ

丸
まる

くん

夢
の
笑
顔
は
み
ん
な
を
幸

せ
に
す
る
よ
★
お
誕
生
日

お
め
で
と
う
★

幸
治
さ
ん
・
志
保
里
さ
ん



輝
く

恵
那
人
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武
並
町
武
折　

齋さ
い

藤と
う 

志し

野の 

さ
ん　

３１
歳

　

「
そ
の
国
に
住
ん
で
自
分
の
五
感
で
感

じ
、
そ
の
国
の
実
際
の
姿
を
知
り
た
か
っ

た
」
と
話
す
好
奇
心
旺
盛
な
齋
藤
さ
ん
。

　

平
成
２１
年
６
月
か
ら
２
年
間
、
青
年
海

外
協
力
隊
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
の
ベ
ナ
ン

共
和
国
へ
派
遣
さ
れ
た
。
ベ
ナ
ン
共
和
国

は
、
西
ア
フ
リ
カ
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
西

隣
に
位
置
す
る
。

　

齋
藤
さ
ん
は
、
栄
養
士
と
し
て
現
地
の

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
。
ベ
ナ
ン
に
は
、

低
栄
養
と
過
剰
栄
養
の
２
つ
の
栄
養
問
題

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
改
善
を
目
標
に
活
動

し
た
。
低
体
重
児
の
定
期
的
な
体
重
の
計

測
や
、
栄
養
指
導
が
必
要
か
ど
う
か
を
判

断
、そ
の
母
親
へ
の
栄
養
指
導
も
行
っ
た
。

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
予
防
を
目
的
に
、

２１
の
小
学
校
で
約
１
５
０
０
人
に
、
タ
ン

パ
ク
質
の
肉
や
魚
は
赤
、
ビ
タ
ミ
ン
の
野

菜
や
果
物
は
緑
、
炭
水
化
物
の
主
食
は
黄

色
の
三
色
食
品
群
を
啓
発
。
こ
れ
ら
を
偏

り
な
く
摂
取
す
る
よ
う
話
し
た
。
現
地
で

入
手
可
能
な
、
栄
養
価
の
高
い
食
材
モ

※

リ

ン
ガ
の
普
及
で
栄
養
失
調
児
の
他
、
住
民

全
体
の
栄
養
状
態
の
改
善
も
目
指
し
た
。

　

低
体
重
児
の
食
糧
を
購
入
す
る
資
金
を

捻
出
す
る
た
め
、
モ
リ
ン
ガ
製
粉
の
販
売

を
計
画
。
栽
培
を
始
め
て
1
年
が
過
ぎ
、

モ
リ
ン
ガ
は
順
調
に
育
っ
て
い
る
。
１０
月

ご
ろ
か
ら
製
粉
で
き
る
見
込
み
だ
。

　

齋
藤
さ
ん
は「
食
べ
物
の
こ
と
は
大
事
。

食
糧
が
不
足
す
る
と
、
し
わ
寄
せ
は
乳
幼

児
や
体
の
弱
い
人
に
く
る
」
と
話
す
。
旅

行
な
ど
で
外
国
へ
行
く
機
会
が
多
く
あ

り
、
い
ろ
ん
な
国
を
見
て
き
た
。
青
年
海

外
協
力
隊
へ
の
参
加
は
、
途
上
国
の
人
の

た
め
に
働
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

　

活
動
の
中
で
齋
藤
さ
ん
は
、
ベ
ナ
ン
用

の
小
児
栄
養
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
。
自
分

が
全
部
や
る
の
で
は
な
く
、
住
民
が
自
主

的
に
行
う
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
。

　

ベ
ナ
ン
で
は
、人
と
人
の
距
離
が
近
く
、

人
の
温
か
さ
が
あ
る
。
お
せ
っ
か
い
と
感

じ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
落
ち
込
ん
だ
と
き

な
ど
は
、
こ
の
温
か
さ
に
救
わ
れ
た
。
２

年
間
寂
し
さ
も
感
じ
な
か
っ
た
。

　

９
月
か
ら
は
１
年
間
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

病
院
給
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
。

齋
藤
さ
ん
の
新
し
い
挑
戦
が
始
ま
る
。

青
年
海
外
協
力
隊
で
ベ
ナ
ン
へ
派
遣

任
地
を
五
感
で
感
じ
た
か
っ
た

　えなこどもフェスタ第１０回記念として、青少年のため

の科学の祭典岐阜大会 in 恵那が７月１６日、１７日に開か

れました。科学実験など３９のブースが出展され、会場の

恵那文化センターは、両日、子どもたちでにぎわいました。

　市民意見交換会「えなのしゃべりば」が、７月９日に

市共同福祉会館で開催されました。参加者は、公募によ

る市民、恵那青年会議所の会員ら約５０ 人ほど。恵那の

将来について熱心に語り合いました。

　７月５日に、城ヶ丘保育園の年長組の園児４４人が中

山道ひし屋資料館でお茶会を行い、礼儀と作法を教わり

ました。園児らは、手作りの懐紙入れから懐紙を出して、

干菓子を載せ、抹茶とともにおいしくいただきました。

　７月１９日、武並小学校に台湾やタイなどからの留学生

２３人が訪れました。全校児童１９８人は、歌を合唱して歓

迎しました。その後、留学生と児童たちは、武並音頭を

勉強。歌や日本文化の踊りで楽しく交流を図りました。

　岩村の未来を語る座談会「２０１１いわむら夏の陣」が、

７月１５日に市指定文化財の勝川家で開催されました。

テーマは、ひなまつり。合戦では４グループが、おひな

さまの見せ方など、新たなアイデアを発表し合いました。

　佐々良木保育園の園児１６人が７月６日、特別養護老

人ホーム明日香苑を訪問しました。園児たちは、お年寄

りに歌やダンスを披露。また色紙などで作った七夕飾り

を明日香苑のササに飾り付けして、プレゼントしました。

園児が明日香苑に七夕飾りをプレゼント ひし屋資料館でいただく抹茶はおいしいよ

「いわむら夏の陣」で未来を語り合う 恵那を熱くしゃべった「えなのしゃべりば」

武並小で留学生と異文化交流 科学の祭典で実験の楽しさを体験

８２

※モリンガ＝熱帯地域で栽培されている樹高１０㍍ほどの落葉樹。幹は直立し、葉は羽状複葉で非常に大きい。和名はワサビの
木。各種ミネラルやビタミン、アミノ酸、ポリフェノール、繊維など多くの栄養素や、タンパク質が豊富に含まれている。



『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい植物油を使用し
たインキで印刷されています。

　岩村城の永い歴史を見守ってきた老松を背景に、かが

り火を焚
た

き、自然景観を生かした特設舞台で開催される

野外能。薪
たきぎのう

能が開催される会場は、かつて岩村藩の藩主

邸があった場所で、１９８５（昭和６０）年、岩村城の築城

８００年を記念して、地元有志

が初めて開催したもの。近年に

なって、この会場で江戸時代の

藩主が実際に能を鑑賞していた

とする古文書が発見された。月

の光と薪の薄明かりの中で上演

される幽玄の世界は、何とも言

えない趣があり、日本の伝統芸

能の醍
だい

醐
ご

味
み

を存分に味わうこと

ができる。

　ことしの薪能は、８月２７日㈯
に開催される予定。

５３

５４

▲恵那山をはじめ３６０度のパノラマが広がる

▲日本の伝統芸能の醍醐味が味わえる薪能

　春には岩村町方面からの道で桜が満開と

なり、訪れる人も多い。場内にある「東

濃まきば館」には、ソフトクリームやス

テーキもあり、予約すれば野外でのバーベ

キューやアイスクリーム手作り体験も可

能。同館は、冬期は休業なので要注意。

東濃牧場 大パノラマが展開

いわむら城址薪能 老松を背景に幽玄の世界
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▲市安心安全メール配信システム
　（登録用ＱＲコード）

　　　市ＷＥＢ版文字放送システム

▲

　　　　        　　　　（閲覧用ＱＲコード）

　□問い合わせ　防災情報課（内線３１７）

『広報えな』８月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約９．４円（税込み）です。

　最近発見された古文書によれば、神
み

輿
こし

渡
と

御
ぎょ

行列（岩村町秋祭り行事）で、みこしの

停泊中に藩主邸前で能狂言が催された記載

がある。またその際には、藩主から与えら

れた裃
かみしも

（武士の礼服）も使われていたとさ

れる。
▲薪能は老松を背景に設置された
特設舞台で開催される

　長島町、岩村町、山岡町にまたがる㈳県畜産公社が経

営する県営牧場。１９７３（昭和４８）年に開場。標高６３０

㍍から７１０㍍の高原にあるため、はるかに御
おん

嶽
たけ

山や恵那

山、そして中央アルプスを望み、眼下には阿木川ダム湖

や岩村町富田地区の田園風景も見ることができる。３６０

度の大パノラマが魅力で、ピクニックなどにもお薦めの

スポット。牧草地

２１０㌶に、約７００

頭を飼育する酪農

振興の拠点で、主

にホルスタイン乳

牛の育成や、農家

で生まれた和牛子

牛の飼育、夏場の

放牧などを行って

いる。

次号は８月１５日号
　発行日は８月１５日㈪です

▲東濃牧場には、ホルスタイン乳牛や黒毛
和牛が約７００頭飼育されている




